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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第３四半期累計期間
第29期

第３四半期累計期間
第28期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 5,895,813 5,522,886 9,519,640

経常利益 （千円） 1,295,213 1,068,236 2,323,272

四半期（当期）純利益 （千円） 853,760 737,091 1,486,533

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,069,800 1,069,800 1,069,800

発行済株式総数 （株） 8,760,000 8,760,000 8,760,000

純資産額 （千円） 11,712,089 12,705,276 12,344,861

総資産額 （千円） 13,282,443 14,175,177 15,693,472

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 97.46 84.14 169.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 43.00

自己資本比率 （％） 88.18 89.63 78.66

 

回次
第28期

第３四半期会計期間
第29期

第３四半期会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.28 10.89

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策により、企業収益や雇用環境

に改善がみられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移したものの、中国をはじめとした新興国における景気減

速等、懸念材料も多く、先行き不透明な状況で推移しました。

国内医療業界では、政府による「骨太の方針」において医療サービスの合理化、適正化が改めて提唱されるな

ど、社会保障費の増加抑制が政策課題とされる中、医療においてもより効率的で持続可能性のある在り方を目指

した制度改革が進んでおります。

このような経営環境の中で、当社では採血管準備装置の主力機種であるBC・ROBO-8000RFIDの更新需要を着実

に補足しつつ、全自動尿分取装置UA・ROBO-2000RFID、RFID輸血管理・照合システムTRIPS Bt等の新規受注に注

力してまいりました。

しかしながら、医療施設における設備投資への慎重姿勢が続く中、販売単価の大きい採血管準備装置関連製品

の販売が伸び悩んだ影響により、当第３四半期累計期間の売上高は5,522,886千円(前年同期比6.3%減少)となり

ました。また、総売上高に対する海外売上高の占める割合は、前年同期比0.7ポイント増加し8.4%となりまし

た。

利益面に関しては、販売の不調による減少に加えて、次期採血管準備装置、ならびに血液ガス分析装置の開発

費が増加したこと等により、売上総利益は2,729,112千円(前年同期比7.1%減少)、販売費及び一般管理費は

1,662,108千円(前年同期比1.2%増加)となり、営業利益は1,067,003千円(前年同期比17.6%減少)、経常利益は

1,068,236千円(前年同期比17.5%減少)、四半期純利益は737,091千円(前年同期比13.7%減少)となりました。

 

＜単一セグメント内の品目別販売状況＞

・採血管準備装置

当第３四半期累計期間における採血管準備装置の売上高は2,057,010千円(前年同期比17.3%減少)となりまし

た。

国内大病院を中心に、採血管準備装置の更新について慎重な姿勢があったことから、採血室業務の効率化をよ

り向上する、最適な装置のシステムの組み合わせを提案する営業を推進しておりますが、当第３四半期までは未

だ十分に成果が現れておらず、採血管準備装置の販売単価及び納入施設数が低下・減少し、国内市場における売

上高は1,857,462千円(前年同期比18.8%減少)となりました。海外市場における売上高は、アジア市場における販

売の伸長により第２四半期までの遅れを取り戻し、199,547千円(前年同期比0.6%増加)となりました。

 

・検体検査装置

当第３四半期累計期間における検体検査装置の売上高は310,306千円(前年同期比3.9%減少)となりました。

国内市場においては、競合他社との競争が続いている影響により、売上高は264,202千円(前年同期比6.2%減

少)となりました。海外市場では、新興国市場を中心に積極的な販売活動を継続した結果、売上高は46,104千円

(前年同期比11.8%増加)となりました。

 

・消耗品等

当第３四半期累計期間における消耗品等の売上高は3,080,068千円(前年同期比2.6%増加)となりました。

装置の累計納入台数に比例した底堅い伸長に加え、採血管準備装置RFIDラベル売上の増加があったことによ

り、国内市場における売上高は2,859,271千円(前年同期比2.4%増加)、海外市場における売上高は220,796千円

(前年同期比4.3%増加)となりました。

 

・その他

当第３四半期累計期間において、その他の売上高は75,501千円(前年同期比9.5%減少)となりました。
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（２）財政状態

当第３四半期会計期間末の総資産の残高は14,175,177千円となり、前事業年度末比1,518,294千円減少しまし

た。これは主に、売掛金の回収が順調に進んだことにより、売上債権が1,702,663千円減少したことによるもの

であります。

当第３四半期会計期間末の負債の残高は1,469,900千円となり、前事業年度末比1,878,709千円減少しました。

これは主に、平成27年３月期第４四半期において販売をおこなった製品仕入に係る支払が滞りなく進んだことに

より仕入債務が1,197,352千円減少、法人税等の支払により未払法人税等が459,322千円減少したことによるもの

であります。

当第３四半期会計期間末の純資産の残高は12,705,276千円となり、前事業年度末比360,415千円増加しまし

た。これは主に、利益剰余金が360,415千円増加したことによるものであります。なお、自己資本比率は89.6%と

なり、前事業年度末比10.9ポイント増加しました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は320,942千円であります。また、当第３四半期累計期間におい

て、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,040,000

計 35,040,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,760,000 8,760,000
　　東京証券取引所

　　（市場第一部）

単元株式数は100株

であります。

計 8,760,000 8,760,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 8,760,000 － 1,069,800 － 967,926

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,759,100 87,591 －

単元未満株式 普通株式 　　　900 － －

発行済株式総数 8,760,000 － －

総株主の議決権 － 87,591 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式99株が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,539,607 7,665,313

受取手形 694,260 862,774

電子記録債権 － 240,192

売掛金 4,139,903 2,028,533

商品及び製品 1,389,821 1,435,285

仕掛品 133,675 236,721

原材料及び貯蔵品 73,034 79,735

前払費用 11,447 14,214

繰延税金資産 116,907 52,318

その他 1,114 33,164

貸倒引当金 △61,475 △42,999

流動資産合計 14,038,297 12,605,255

固定資産   

有形固定資産   

建物 892,800 893,704

減価償却累計額 △464,346 △484,377

建物（純額） 428,453 409,327

構築物 4,077 4,077

減価償却累計額 △3,292 △3,367

構築物（純額） 785 709

機械及び装置 158,650 158,650

減価償却累計額 △50,824 △73,150

機械及び装置（純額） 107,825 85,499

工具、器具及び備品 101,426 102,326

減価償却累計額 △69,654 △76,873

工具、器具及び備品（純額） 31,772 25,453

土地 787,326 787,326

有形固定資産合計 1,356,163 1,308,317

無形固定資産   

特許権 1,350 842

商標権 666 516

ソフトウエア 27,814 21,930

電話加入権 1,177 1,177

無形固定資産合計 31,008 24,467

投資その他の資産   

出資金 7,510 7,510

長期未収入金 35,746 5,596

繰延税金資産 131,163 120,350

その他 129,328 109,275

貸倒引当金 △35,746 △5,596

投資その他の資産合計 268,002 237,136

固定資産合計 1,655,174 1,569,921

資産合計 15,693,472 14,175,177
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,121,731 924,379

未払金 81,028 106,615

未払費用 59,129 59,505

未払法人税等 464,377 5,055

未払消費税等 163,867 －

預り金 9,005 20,529

賞与引当金 113,650 51,900

役員賞与引当金 34,500 －

その他 1,104 1,486

流動負債合計 3,048,394 1,169,470

固定負債   

役員退職慰労引当金 250,085 264,065

製品保証引当金 40,787 26,953

その他 9,342 9,411

固定負債合計 300,215 300,429

負債合計 3,348,610 1,469,900

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,069,800 1,069,800

資本剰余金 967,926 967,926

利益剰余金 10,307,352 10,667,768

自己株式 △217 △217

株主資本合計 12,344,861 12,705,276

純資産合計 12,344,861 12,705,276

負債純資産合計 15,693,472 14,175,177
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 5,895,813 5,522,886

売上原価 2,959,508 2,793,774

売上総利益 2,936,305 2,729,112

販売費及び一般管理費 ※２ 1,641,674 ※２ 1,662,108

営業利益 1,294,630 1,067,003

営業外収益   

受取利息 820 956

受取配当金 27 0

その他 580 344

営業外収益合計 1,429 1,301

営業外費用   

支払利息 68 68

保険解約損 736 －

その他 42 －

営業外費用合計 846 68

経常利益 1,295,213 1,068,236

税引前四半期純利益 1,295,213 1,068,236

法人税、住民税及び事業税 376,240 255,744

法人税等調整額 65,212 75,401

法人税等合計 441,452 331,145

四半期純利益 853,760 737,091

 

EDINET提出書類

株式会社テクノメディカ(E02345)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　１　　（売上高の季節的変動要因）

　当社の主力製品である、採血管準備装置等の装置関係の売上高は、通常の営業の形態として、その主

要納入先である医療施設からの受注及び納入要請タイミングとの関係上、通常、第３四半期会計期間に

おいては、他の四半期会計期間に比し売上高が減少する季節的変動があります。

 

※２　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年12月31日）

給与手当 580,822千円 576,992千円

賞与引当金繰入額 37,731 37,132

役員退職慰労引当金繰入額 16,275 13,980

研究開発費 270,219 320,942

貸倒引当金繰入額 △31,705 △48,626

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 67,516千円 56,192千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 289,078 33 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 376,675 43 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成27

年４月１日　至平成27年12月31日）

 当社は、医療機器及びこれら装置で使用する消耗品の製造、販売を主たる事業とする単一セグメントである

ため、セグメント情報は作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社テクノメディカ(E02345)

四半期報告書

11/15



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 97円46銭 84円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 853,760 737,091

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 853,760 737,091

普通株式の期中平均株式数（株） 8,759,937 8,759,901

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月９日

株式会社テクノメディカ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅井　則彦　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テク
ノメディカの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの第２９期事業年度の第３四半期会計期間（平成２７年
１０月１日から平成２７年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年１２月３１
日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノメディカの平成２７年１２月３１日現在の財政状態及び同日を
もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認
められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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